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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
594

　　　179,039
11,923

世帯

つくりだそう自治の力で明るいまちを

■
■
■
■
■
■
■
■
■

要 望 項 目
1 防災対策について
2 区の権限の見直しについて
3 広域交流拠点都市の在り方検討について
4 コミュニティ施設について
5 防犯灯の LED化の促進について
6 管理が行われていない空き家対策について
7 市との協働による自治会活動の強化策について
8 地域情報紙のホ－ムページ掲載支援について
9 児童・生徒交通安全対策について

　地域には、防犯、防災、交通安全、環境美化等、様々な課題がありますが、これらの課題は、住民相互の理解と信頼のうえにたっ
た連帯と協力により解決することが可能であると、連合会では考えております。しかし、解決する過程の中では、市との深い
関わりや連絡調整など、市の支援と協働による取組みが重要であるため、昨年 8 月に政策要望書の提出を行いました。当日は、
相模原市長をはじめ、副市長などと防災や防犯、安全安心なまちづくりについて、活発な意見交換を行いました。

政策要望書
の提出を

いたしまし
た !!

加山市長（左から3人目）と自治会連合会役員

　『
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
』
が
、
平
成
25
年
２
月

２
日
（
土
）、
相
模
原
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
従
事
さ
れ
、

心
の
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
、
相
模
原
市
が
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
て

感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
す
。
22
地
区
の
各
自
治
会
連
合
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
60
名
の
方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
受
賞
者
は
２
ペ
ー
ジ
）　

　地域における防災、防犯、地域福祉、環境美化や地域コミュニティなどの自治会活動は、本市の
地域まちづくりの中心的な役割を担っていただいていると思っています。日々、皆様が中心となって
地域で取り組まれている、お互いに支えあい、助け合い、人と人との絆を大切にする活動は、次代を
担う子ども達の心ふれあう、ふるさとづくりにつながるものと考えています。皆様におかれましては、
今後とも長年の経験を生かしながら、市民一人ひとりが日々の生活に希望を抱き、夢に向かって力強く
進めるよう、自治会活動などの地域コミュニティの輪を広げる取組みに、引き続き、ご尽力いただき
たく、お願い申し上げます。 （市長あいさつ抜粋）

日ごろの活動に感謝！
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こ
の
欄
で
は
、各
界
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
を
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
大
野

中
地
区
に
お
住
ま
い
の
「
今
井

三
郎
」
さ
ん
で
す
。

　

今
井
さ
ん
は
、「
相
模
原
市

ス
ケ
ー
ト
協
会
」
の
理
事
で
あ

る
と
と
も
に
、「
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
」
の
強
化
ス

タ
ッ
フ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
と
し

て
も
ご
活
躍
し
て
い
ま
す
。

相
模
原
市
に
は
、
ず
っ
と
お
住

ま
い
で
す
か
？

　

は
い
、
出
身
は
長
野
県
で
す

が
、
昭
和
45
年
に
引
っ
越
し
て

来
ま
し
た
。
市
の
広
報
紙
で
市

民
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
を
知

り
、
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
全
て

の
種
目
に
大
会
新
記
録
で
優
勝

し
た
こ
と
が
、
市
の
ス
ケ
ー
ト

協
会
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
運
動
会
の
ス

タ
ー
ト
係
を
頼
ま
れ
、「
よ
ー

い
。
ド
ン
」
そ
れ
が
自
治
会
活

動
と
の
出
会
い
で
し
た
。
コ
ー

チ
・
監
督
と
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
地

元
に
い
る
と
き
は
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
井
さ
ん
と
い
え
ば
ス
ケ
ー
ト

で
す
が
、
何
歳
ぐ
ら
い
か
ら

始
め
た
の
で
す
か
？

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

日
本
選
手
権
大
会
や
国
体
に
選

手
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
し
た

が
、
相
模
原
市
に
住
ん
で
か
ら

は
選
手
の
指
導
育
成
に
専
念

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選

手
権
大
会
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
等
の
国
際
大
会

に
も
選
手
を
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

活
動
し
て
い
て
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

私
の
子
ど
も
は
４
歳
で
ス

ケ
ー
ト
を
始
め
、
中
学
３
年
生

で
日
本
代
表
に
な
っ
て
か
ら
、

ア
ジ
ア
大
会
、
世
界
選
手
権
大

会
等
全
て
の
国
際
大
会
で
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

獲
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期

待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
終

選
考
会
の
１
週
間
前
に
怪
我
を

し
て
し
ま
い
代
表
を
逃
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
私
は

大
手
術
を
し
、
入
院
中
で
し
た

の
で
、
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
親
子
で
大
変
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
が
、そ
の
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
役
員
と
し
て
参
加

で
き
た
こ
と
は
、生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
活
動
を
す
る
う
え
で

思
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
ス
ケ
ー
ト
を
愛
好
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
地
域
の

子
ど
も
達
か
ら
社
会
人
、
初
心

者
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
ま

で
、一
貫
し
て
指
導
に
携
わ
り
、

特
に
選
手
育
成
に
で
き
る
限
り

力
を
入
れ
た
い
。」「
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
で
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、

勇
気
と
夢
と
明
る
い
希
望
を
持

ち
頑
張
れ
ば
、苦
し
さ
の
後
に
、

お
金
で
は
買
え
な
い
喜
び
が

待
っ
て
い
る
。」「
け
っ
し
て
焦

る
こ
と
な
く
努
力
を
忘
れ
ず
前

進
し
、
反
省
の
心
、
素
直
な
心
、

謙
虚
な
心
、
奉
仕
の
心
、
感
謝

の
心
を
忘
れ
ず
、
良
い
マ
ナ
ー

を
心
が
け
、
良
い
友
達
を
作
り

切
磋
琢
磨
す
る
選
手
を
育
成
し

た
い
。」

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

た
だ
１
つ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
ダ
ル
が
無
く
、
監
督
と
し

て
心
残
り
で
お
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
、
小
学
校
２
年
生
の
こ

ろ
か
ら
指
導
し
て
き
た
兄
弟
が

力
を
つ
け
て
き
て
お
り
、
世
界

大
会
で
も
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

日
本
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

き
た
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
相

模
原
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
出
場
し

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
、
そ

れ
が
私
の
夢
で
す
。

53
今井さん

自
治
会
活
動
功
労
者

　
　
感
謝
状
受
賞
者

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
!!

防
災
を
担
う
近
助
・
共
助
の
力
!!

防
災
を
担
う
近
助
・
共
助
の
力
!!

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
は
、
自
治
会
員
だ
け
で
な
く
、
全
住
民
が
関
心

を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
自
治
会
と
管
理
組

合
で
協
力
し
、
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

全
世
帯
を
対
象
と
し
た
防
災
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
情
報

伝
達
、
初
期
消
火
な
ど
の
自
主
防
災
組
織
の
他
、
各
棟
の
責
任
者
、
各

階
段
の
責
任
者
を
配
置
し
、
91
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
の
設
立
時
よ
り
、
各
世
帯
の
構
成
や
要
援
護
者
の
登
録
、

中
高
生
の
災
害
時
の
協
力
、
医
師
・
看
護
師
・
建
築
関
係
の
専
門
家
の

協
力
登
録
を
兼
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
実
施
し
、
登
録
し
て
い
る

専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
全
住
民
を
対
象
と
し
た
避
難
訓
練
や
役
員
を

対
象
と
し
た
資
機
材
の
使
用
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
戸
建
て
の
住

宅
と
は
違
い
、
火
災
時
の
避
難
経
路

の
確
保
や
震
災
時
の
避
難
方
法
の
確

認
、
避
難
誘
導
訓
練
が
特
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
停
電
時
に
水
の
汲
み
上
げ

が
出
来
ず
、
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な

い
た
め
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置
で
き

る
災
害
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
る

他
、
食
料
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
大

型
テ
ン
ト
な
ど
も
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
を
通
じ
、
近
所
の
繋
が

り
、
絆
が
で
き
、
自
治
会
の
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　
緑
区
に
は
急
峻
な
地
形
や
道
路
網
か

ら
台
風
や
豪
雨
時
な
ど
に
が
け
崩
れ
な

ど
が
発
生
し
、
集
落
が
孤
立
す
る
可
能

性
が
高
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ら
集
落
を
「
孤
立
対
策

推
進
地
区
」
と
位
置
付
け
、
情
報
伝
達

手
段
の
衛
星
携
帯
電
話
や
救
助
の
た
め

の
工
具
な
ど
を
自
治
会
集
会
所
な
ど
に

備
蓄
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
や
自
主
防
災
隊
で
も
、
日

常
か
ら
「
近
助
・
共
助
」
の
意
識
の
も

と
、
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
た
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
　
当
地
区
は
木
造
家
屋
密
集
地
域
で
、
火
災
延
焼
危
険
度
が
高
く

初
期
消
火
が
ポ
イ
ン
ト
（
高
齢
者
も
４
人
に
１
人
）

２
　
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
が
モ
ッ
ト
ー

３
　
専
門
性
、
継
続
性
の
高
い
自
主

独
立
防
災
隊
を
設
立

　
•
現
在
22
自
治
会
単
位
中
７
自
治

会
設
立
済
、
６
自
治
会
設
立
検

討
中

４
　
防
災
訓
練
の
特
徴

　
•
消
火
栓
使
用
の
放
水
訓
練

　
•
避
難
所
（
緑
が
丘
中
）
訓
練

（
各
自
治
会
の
割
付
等
）

５
　
今
後
の
活
動

　
•
全
自
治
会
に
自
主
独
立
防
災
隊

を
設
立

　
•
簡
易
消
火
栓
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

と
簡
易
消
防
ポ
ン
プ
の
常
設

災
害
時
の
孤
立
化
に
備
え
て
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
緑
区
　津
久
井
地
域
〜

　
災
害
が
起
き
た
と
き
は
「
自
助
」

「
共
助
」の
取
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
森
戸
自
治
会
で
は
、
防
災
意
識
の

向
上
や
災
害
時
に
隣
近
所
同
士
の
迅
速

な
安
否
確
認
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
の
時
に
、

自
分
の
家
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う

サ
イ
ン
と
し
て
、
玄
関
等
に
黄
色
い

小
旗
を
掲
げ
る
「
安
否
確
認
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

黄
色
い
小
旗
に
よ
る
安
否
確
認
事
業

　
　
　
　
　
　
　〜
緑
区
　津
久
井
地
区
　森
戸
自
治
会
〜

マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
南
区
　ル
ネ
東
林
間
自
治
会
〜

自
主
独
立
防
災
隊
の
活
動
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
中
央
区
　光
が
丘
地
区
〜

防
災
安
全
部
会
か
ら

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の 「
東
日
本
大
震
災
」 

よ
り
２
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
未
だ
に
災
害
の
壮
絶
さ
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
相
模
原
市
で
は
「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
」
や
「
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
」
な
ど
、
災
害
に
備
え
た
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
の

皆
さ
ん
の
備
え
と
心
構
え
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
行
う
自
助
の
取
組
み
と
自
治
会

で
取
り
組
ん
で
い
る
相
模
原
市
の
特
徴
に
あ
っ
た
防
災
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

自
助
の
取
組
み

●
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
、
家
の
中
の
安
全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
最
低
限
３
日
分
の
飲
料
水
・
食
料
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
や
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
日
頃
か
ら
備
え
、
発
災
後
は
、
あ
わ
て
ず

適
切
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

し
ゅ
ん

大
　
野
　
南

阿
部
　
吉
男

齊
藤
　
信
行

菅
井
　
武
伯

加
賀
ト
モ
コ

青
木
　
　
豊

阿
部
　
　
学

大
　
　
沢

八
木
　
次
夫

田
　
　
名

志
村
　
勝
美

麻
　
　
溝

猪
熊
　
　
茂

仲
川
　
邦
葊

井
上
　
國
雄

相
　
模
　
台

今
野
豊
日
子

加
藤
　
敏
郎

荻
野
　
岩
雄

九
嶋
由
五
郎

大
澤
美
弥
子

篠
塚
実
希
子

相
　
武
　
台

加
藤
　
正
宏

戸
田
　
　
宏

東
　
　
林

荒
川
　
二
郎

篠
﨑
　
正
信

城
　
　
山

水
戸
　
　
隆

津
　
久
　
井

鮑
子
　
　
正

落
合
　
勝
司

相
　
模
　
湖

石
井
　
吉
彦

藤
　
　
野

岩
﨑
　
三
雄

小
　
　
山

中
野
　
政
雄

阿
部
　
公
作

宮
田
　
幸
男

内
田
　
弘
也

清
　
　
新

丸
岡
　
啓
治

山
中
　
森
勝

横
　
　
山

内
山
　
眞
弓

山
田
　
延
行

中
　
　
央

矢
光
　
喜
則

山
尾
　
堯
千

平
山
　
　
彰

豊
田
　
　
朗

田
加
井
建
治

大
槻
　
克
男

光
　
が
　
丘

小
倉
　
偉
男

橋
　
　
本

遠
藤
　
昌
明

阿
部
　
忠
夫

梅
澤
　
敏
光

成
瀨
　
　
洌

齊
藤
　
國
男

原
　
　
正
昭

鈴
木
　
和
正

大
　
野
　
北

佐
々
木
　
裕

加
松
　
勝
三

岩
見
　
清
一

髙
栁
　
健
治

渡
邉
　
重
治

大
　
野
　
中

青
木
紀
久
義

荒
井
　
匠
子

岩
鶴
　
光
芳

岡
部
　
欽
至

宇
佐
美
純
夫

田
代
　
穗
積

澁
谷
　
　
勇

（
敬
称
略
）
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６

4 小松コスモス
約50万本の開花シーズンには、
「コスモスまつり」が開かれ、コ
スモスの摘み取り（有料）や特産
品、地野菜や軽食の販売、祭り囃
子を楽しむ人々でにぎわいます。

11 三太物語文学碑と三太旅館
昭和25年からラジオやテレビで放送され人気となった
「三太物語」。道志川付近を舞台に天真爛漫な少年が
騒動を巻き起こす物語です。原作者青木茂氏は作品
執筆のため道志橋近くの宿に滞在し、この宿は現在
三太旅館と改称し、玄関右脇には「おら三太だ。ここ
が道志川の主仙爺さまの家だ…」と刻まれた文学碑が
建っています。

9 峰の薬師
武相四大薬師の一つで、境内から
津久井湖方面の眺めは美しく、
特に夕日に輝く景色は格別です。

12 南山遊歩道、権現平・南山山頂
宮ヶ瀬湖を眼下に見下ろせる景色の
美しいハイキングコース（4月～10月
はヤマビルに注意）や標高568mに
ある平地には、オオヤマツミノミコト
（大山祇命）をまつる南山権現があり
ます。

童人夢農場（ドリーム ファーム）

10 尾崎咢堂記念館
「憲政の神」といわれた尾崎行雄
（雅号：咢堂）の偉業を称え、尾崎
家代々の屋敷跡に昭和32年に開館
しました。尾崎自身の筆による
「善悪乃標準の碑」やワシントン
から里帰りした『咢堂桜』、写真、
資料が保存、展示されています。

7 県立津久井湖城山公園、 津久井湖観光センター
津久井湖と相模川を囲む公園の中は四季を通して花が咲き、花の苑地
はガーデンテラスと桜の小道、水の苑地は噴水と芝生公園、根小屋地
区では散策路やパークセンターもあります。
観光センターでは、良質の水を活かした地酒や地粉を使ったうどん、
地元農産物など、津久井特産品を豊富に取り揃えています。

8 三井大橋（かながわの橋100選）
赤い色が映える、津久井湖にかか
る橋で湖のシンボル的な存在と
なっています。

6 城山湖・本沢ダム（かながわの探鳥地50選、かながわの公園50選）
純揚水式の発電所建設にともなって誕生した本沢ダム
（フィルタイプダム）は、夜間電力で津久井湖の水をくみ上げて
います。湖の周囲には散策路があり、そよ風に吹かれながら
鳥の声を聞く。そんな体験ができるスポットです。
また、地下230ｍの発電所は、5人以上集まれば、予約制で
見学もできます。

5 小倉橋（かながわの景勝50選、神奈川の橋100選、
　 　　　　相模川八景、推奨土木遺産）
レトロな雰囲気の「小倉橋」とすぐ上流に建設された
「新小倉橋」、２つの橋が美しいシルエットを描いて
います。夏には「灯ろう流し」や「ライトアップ」
などが行われます。

14 青根緑の休暇村・いやしの湯
天然温泉、宿泊、キャンプ、魚釣
り、テニス、ハイキング等、季節
の移ろいを感じる豊かな自然と澄
み渡る空気に恵まれた、ご家族で
楽しめるエリアです。じっくりと
安らぎの時間を堪能できます。

15 青根の大杉
 　（県の天然記念物）
諏訪神社の樹高45m周囲9.5m、
推定樹齢約700年の御神木です。

16 エビラ沢の滝（やまなみ5湖 水のある風景36選）
ハイキングコースとして人気があります。展望用の
ウッドデッキが整備され、その手前の山肌から湧水
が流れ出ており、「エビラ水」と呼ばれています。

13 宮ヶ瀬湖と鳥居原ふれあいの館
　 （新鮮な農産物が人気）
首都圏最大級のダム貯水池です。
鳥居原ふれあいの館は宮ヶ瀬湖を
一望できる農林産物直売所、食堂
があり、朝採り新鮮野菜と地元特
産品・工芸品を販売しています。

2 城山かたくりの里
 　（かながわの花の名所100選）
個人所有の山林ですが、さまざま
なお花が咲く春のみ一般公開され
ています。30万株のかたくりの
花が一斉に開くと、まるで明るい
紫のじゅうたんを敷き詰めたよう
になります。

1 龍籠山金刀比羅宮からの眺望
景色の良さで知られる城山湖周
辺でも屈指の絶景ポイントで、
東京スカイツリーや新宿副都心・
横浜の高層ビルが見えます。ここ
から見ていると東京や横浜を近く
感じます。

3 川尻八幡神社
 　（かながわのまつり50選）
ギザのピラミッドとほぼ同じ
角度の参道を持ち、参道の延長
上から年に２回『日の出』が観
賞できます。また、鎌倉の大銀
杏のしめ縄も製作しています。

２ ３ ４

413413

境川境川

413413

　最初の予定は、大雪でキャンセル。２回目は、
朝、ドアを開けたら雪。「まじ？また、延期？」
天気予報の「のち晴れ」を信じて出発。
　「川尻八幡神社」の知ら
なかった一面に触れ、「か
たくりの里」の説明を聞
いて開園が楽しみになり、
「龍籠山金刀比羅宮」から
の眺望に感激し、地下230
ｍの発電所では、「こんなところも見学させても

らえるの？」と驚き、前から
行きたいと思っていた「童人
夢農場（ドリームファーム）」
で昼食。自家製のスモークや
こだわりの具材を使ったマキ

窯焼のピザは、とてもおいし
くて、お土産用ピザは冷めて
もおいしかった。
　また、「おらあ 三太だ」の
ラジオ放送を聞くために、急
いで学校から帰った小学生の頃からの憧れの地

に立って見渡すと、きれいな
川と山間の景色、石碑等に感
無量。原作者の青木茂氏は、
執筆後も「三太旅館」をよく
訪れたそうです。

　青根緑の休暇村では『孫、連れてきたら喜ぶ
かな～』の独り言に、みんなが即答『ぜっ～た
い喜ぶよ！温泉にも入れていいじゃん』。「青根
諏訪神社」では、大杉をみんなで見上げ、木造

校舎で有名な青根小学校の前で写真をパチリ。
「尾崎咢堂記念館」は、休館日だったので車窓か
ら見学しました。
　日陰の坂道は、ちょっと怖かったけど、今ま
で行く機会の無かったところを訪れ、「もっと早
く来てみればよかった」「市内に、こんなに自然
豊かな楽しいスポットがあるなら、遠く他県ま
で出かけなくて
もいいよね～」
と、思いました。
今回お忙しい中
いろいろご協力
いただいた皆様
ありがとうござ
いました。

雪に好かれた？広報部会視察
次回も緑区です

第４回 緑区 ② 城山・津久井地区 各区の
見所紹介
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藤
野
地
区
は
約
65
平
方
キ
ロ
と

広
い
面
積
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の

７
～
８
割
が
山
林
で
中
山
間
地
域

と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
数
戸
単

位
の
小
さ
な
自
治
会
か
ら
数
百
戸

単
位
の
自
治
会
ま
で
、
50
ほ
ど
点

在
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
会
は
、
様
々
な
行
事
や
活
動

を
展
開
し
て
お
り
地
域
の
独
自
性

を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
４
年
前
か
ら
始
め
た
藤

野
地
区
自
治
会
連
合
会
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
が 

「
健
康
フ
ェ

ス
タ
ふ
じ
の
」
を
開
催
し
、
多
く

の
人
が
参
加
を
し
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
区
自
治

会
連
絡
協
議
会
対
抗
に
よ
る
綱
引

き
や
大
縄
跳
び
の
競
技
は
、
地
域

の
連
帯
と
結
束
を
確
認
す
る
よ

い
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
楽
し
め
る
競
技
も
あ
り
、
年

「
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

河
本
　
　
博
　
有
泉
　
健
一

	

（
大
野
北
）	

（
大
野
南
）

佐
藤
あ
つ
子
　
澤
塚
　
正
史

	

（
相
武
台
）	

（
相
模
湖
）

中
山
　
光
明
　
石
井
　
孝
之

	

（
大　

沢
）	

（
相
模
湖
）

武
田
　
邦
雄
　
笹
野
　
賢
司

	

（
清　

新
）	

（
星
が
丘
）

久
保
田
勝
志
　
大
木
　
　
恵

	

（
田　

名
）	

（
大
野
南
）

小
川
　
政
義

	

（
相
模
台
）

　
山
王
地
区
で
は
平
成
19
年
８
月

23
日
の
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発

式
以
来
、
現
在
ま
で
５
年
以
上
経

過
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
子
ど
も

達
へ
の
安
全
確
保
に
日
々
務
め
て

い
ま
す
。
発
足
前
は
、
子
ど
も
達

へ
の
嫌
が
ら
せ
（
不
審
者
）
が
数

件
あ
り
ま
し
た
が
、
発
足
し
て
か

ら
は
不
審
者
の
発
生
は
少
な
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
自

治
会
員
や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動

が
実
っ
た
成
果
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者

は
、
２
年
に
一
度
、
神
奈
川
県
警

察
本
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
安
全

教
育
を
受
け
受
講
者
に
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
者
証
を
発
行
し
、
更
に
パ

ト
ロ
ー
ル
の
安
全
と
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
と
は
変

わ
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
隊
員
約

30
名
で
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時

に
地
域
を
巡
回
し
、
子
ど
も
達
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
も
、
今
で
は
手
を
振

り
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
達
の
元
気
な
笑
顔
を
見
る
と
、

や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
思
う
隊
員

が
多
い
で
す
。

　
平
成
23
年
９
月
に
は
神
奈
川
県

防
犯
協
会
・
神
奈
川
県
警
察
本
部

長
か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

大
変
励
み
に
な
り
、
隊
員
の
皆
さ

ん
は
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
不
審
者
が
、
女
子

中
学
生
に
つ
き
ま
と
う
事
案
が

発
生
し
ま
し
た
の
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
、
子
ど
も
達
の
安
全

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
が
発
生
し
た
場

所
は
特
に
暗
く
危
険
な
場
所
で
も

あ
り
、防
犯
灯
の
設
置
（
３
ヶ
所
）

を
市
に
要
望
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
明
る
い
道
に
な
り
、
利
用
者

か
ら
も
明
る
く
な
っ
て
良
か
っ
た

と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
大
野
北
地
区

内
で
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
で
、
警
察
か
ら
依
頼

が
あ
り
、
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
り
続
け
る

決
意
の
も
と
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

上
溝
駅
周
辺
や
上
溝
商
店
街
通

り
は
、
通
学
の
高
校
生
の
自
転
車

利
用
が
多
く
、
無
理
な
走
行
に
よ

り
歩
行
者
が
危
険
を
感
じ
る
な
ど

不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
上
溝
地
区
で
は
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
い
、
自
転

車
の
マ
ナ
ー
向
上
と
事
故
防
止
を

日
々
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
初
の
試
み
と
し

て
上
溝
高
校
と
の
共
催
に
よ
る
交

通
安
全
講
習
会
を
９
月
に
開
催

し
、
当
日
の
参
加
者
は
生
徒
や
自

治
会
関
係
者
な
ど
700
人
を
超
え
ま

し
た
。

こ
の
講
習
会
は
ス
タ
ン
ト
マ
ン

が
交
通
事
故
再
現
を
行
な
う
も
の

で
、
そ
れ
ほ
ど
速
く
な
い
車
と
自

転
車
が
衝
突
す
る
だ
け
で
も
、
人

が
飛
ば
さ
れ
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が

粉
々
に
な
る
等
、
衝
撃
の
大
き
さ

は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
や
上
溝
地
域
の

方
々
も
、
こ
の
講
習
会
を
通
し
て

事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
命
の
尊
さ
を

学
ぶ
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

こ
の
体
験
を
少
し
で
も
日
常
生

活
の
中
で
思
い
出
し
、
注
意
し
て

行
動
す
る
事
が
出
来
れ
ば
事
故
は

減
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
今
回
の
よ
う
な
世
代
間

交
流
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
良

い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
経
験
を
活
か
し
、
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
、
事
故
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
達
に
災

害
発
生
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。

当
地
区
自
治
会
連
合
会
で
は
、

自
助
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
24
年
３
月
に
A1
判
の
「
麻
溝
地

区
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各

自
治
会
を
通
じ
、
自
治
会
未
加
入

世
帯
も
含
め
て
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
の
表
面
に

は
、
防
災
関
連
施
設
を
は
じ
め
、

各
自
治
会
の
一
時
避

難
場
所
、
公
衆
電
話
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

な
ど
地
域
住
民
に

と
っ
て
必
要
な
防
災

情
報
が
地
図
上
に
標

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

裏
面
は
、
防
災
ガ
イ

ド
と
な
っ
て
い
て
、
非

常
持
ち
出
し
品
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
、

避
難
時
の
心
得
、
正
し

い
情
報
の
入
手
の
仕

方
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
助
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
地
域
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
裏
面
に
は
、「
あ
な
た

も
地
域
の
一
員
！
自
治
会
に
加
入

し
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
」「
隣
近

所
の
助
け
合
い
は
自
治
会
ぐ
る
み

で
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
定

期
的
に
「
わ
が
家
の
防
災
会
議
」

を
開
催
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避

難
の
方
法
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の

役
割
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

齢
層
を
超
え
た
地
域
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
地
域
の
ふ
る
さ

と
祭
り
や
文
化
祭
等
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
自
治
会
ブ
ー
ス
を
設

け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

自
治
会
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
見
守
り
運
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
月
１
回
地
域

の
住
民
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
て
楽
し
む
「
お
茶
の
み
サ

ロ
ン
」
も
各
地
域
で
立
ち
上
が
っ

て
お
り
、
自
治
会
と
し
て
も
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
の
た
め
に
側

面
か
ら
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
の
使
命
と
し
て
、
地
域

の
安
全
安
心
及
び
地
域
の
連
帯
や

繋
が
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

域
で
行
わ
れ
る
様
々
な
行
事
に
参

加
協
力
し
、
自
治
会
の
存
在
意
義

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
と
交
通
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
体
験

相
模
原
市
安
全･

安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
上
溝
支
部
支
部
長　

長
谷
川
光
義

地
域
の

連
帯
強
化
の
た
め
に

藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
　

会
　
長
　
小
林
　
　
滿

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
自
治
会
法
人
山
王
自
治
会

会  

長
　
平
本
　
忠
一

地
域
防
災
力
の

向
上
の
た
め
に

　
麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長
　
追
切
　
睦
廣

健康フェスタの様子

青色回転灯を装備し、パトロール中の様子

共助は近助　あなたも一員 !

蚕影山和讃の奉納の様子

ご神体のご開帳

事故再現の様子

　

蚕
影
山
と
は
茨
城
県
筑
波
の
蚕
影

山
神
社
か
ら
来
た
養
蚕
信
仰
で
す
。

　

水
田
の
少
な
い
相
模
原
で
は
、
明

治
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
養

蚕
が
盛
ん
で
し
た
。
特
に
田
名
地
区

で
は
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
養
蚕
を
お

こ
な
い
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

蚕
は
、
気
候
や
種
の
具
合
に
よ
り

繭
の
収
穫
量
に
大
き
な
違
い
が
あ
る

た
め
、
人
々
は
蚕
の
こ
と
を
「
お
か

い
こ
さ
ま
」「
お
こ
さ
ま
」
と
呼
ん

で
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
名
堀
之
内
自
治
会
館
の
庭
に

は
、
か
つ
て
盛
ん
だ
っ
た
養
蚕
信
仰

の
面
影
を
残
す
蚕
影
山
の
や
し
ろ
が

あ
り
、
本
殿
に
は
蚕
に
ま
つ
わ
る
伝

承
の
主
人
公
と
さ
れ
る
金
色
姫
（
こ

ん
じ
き
ひ
め
）が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

化
学
繊
維
の
出
現
で
養
蚕
が
衰
退

し
た
現
在
で
も
、
家
内
安
全
・
地
域

の
発
展
を
祈
願
し
て
、
春
と
秋
に
自

治
会
主
催
で
蚕
影
山
の
祭
礼
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
礼
で
は
、
ご
神
体
の
ご
開
帳
、

蚕
影
山
和
讃（
こ
か
げ
さ
ん
わ
さ
ん
）

の
奉
納
の
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

模
擬
店
、
敬
老
会
を
併
せ
て
開
催
す

る
な
ど
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
交
流

の
場
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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名
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